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前
号
の
通
り
、
24
春
闘
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
と
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
従
業
員
は
、
賃
金
に
最

も
大
き
な
不
安
・
不
満
（
62

％
の
人
が
選
択
）
を
抱
き
な

が
ら
、
約
７
割
の
人
が
生
活

が
苦
し
い
と
実
感
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

組
合
は
、
従
業
員
の
こ
の

厳
し
い
生
活
実
態
を
踏
ま
え

た
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
の
24
春

闘
要
求
書
（
統
一
回
答
指
定

日
は
３
月
６
日
）
を
、
統
一

要
求
日
の
２
月
21
日
に
両
社

に
提
出
、
会
社
に
要
求
を
対

面
で
伝
え
る
要
求
団
交
を
２

月
22
日
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
、

２
月
26
日
に
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
と
実
施
し
ま
し
た
。

賃
上
げ
要
求
の
内
容

24
春
闘
要
求
書
の
賃
上
げ

要
求
は
、
少
な
い
１
回
分
の

賃
上
げ
と
し
て
２
０
２
４
年

４
月
１
日
付
で
賃
上
げ
を
実

施
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
24
年

度
分
の
賃
上
げ
を
24
年
９
月

１
日
付
で
（
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
は
24
年
７
月
１
日
付
で
）

実
施
す
る
こ
と
を
要
求
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
以
下

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
全
従
業
員
（
正
社
員
、

契
約
社
員
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
・
ブ
ル
ー
、
シ
ニ
ア
・

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
、
シ
ニ

ア
契
約
社
員
、
臨
時
雇
用
者
・

派
遣
労
働
者
を
含
む
）
の
本

給
（
本
俸
・
月
額
賃
金
）
を

10
％
引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
２
）
本
給
が
下
表
の
年
齢

別
本
給
下
限
額
（
組
合
が
独

自
に
設
定
）
を
下
回
っ
て
い

る
従
業
員
に
つ
い
て
、
本
給

を
下
表
の
年
齢
別
本
給
下
限

額
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

組
合
の
賃
上
げ
交
渉
の
構
え

以
上
の
通
り
、
組
合
は
物

価
高
騰
か
ら
く
ら
し
を
ま
も

る
大
幅
賃
上
げ
を
両
社
に
要

求
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す

る
有
額
回
答
が
３
月
６
日
に

無
い
場
合
は
、
組
合
は
翌
７

日
早
朝
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
箱
崎

事
業
所
前
で
、
14
日
早
朝
に

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
本
社

前
で
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
宣
伝
行
動
と
い
っ

し
ょ
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施

す
る
た
め
、
当
支
部
が
掲
げ

る
項
目
に
つ
い
て
ス
ト
権
を

確
立
す
る
た
め
の
ス
ト
権
投

票
を
現
在
実
施
中
で
す
。

さ
ら
に
、
組
合
は
交
渉
状

況
に
応
じ
た
数
次
の
回
答
日

と
宣
伝
行
動
（
ス
ト
ラ
イ
キ
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

組
合
に
加
入
し
、
い
っ
し
ょ

に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う

24
春
闘
で
は
、
な
ん
と
し

て
も
、
物
価
高
騰
か
ら
く
ら

し
を
ま
も
る
大
幅
賃
上
げ
を

ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た
交
渉

で
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

従
業
員
の
皆
さ
ん
、
今
こ

そ
組
合
に
加
入
し
、
い
っ
し
ょ

に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

組
合
へ
の
ご
連
絡
は
３
面

の
「
組
合
な
ん
で
も
相
談
窓

口
」
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
か
ら
は
組
合
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
上
部
の
「
ご
意
見
ご

相
談
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
記

入
、
送
信
し
て
下
さ
い
。
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２０２４年３月４日 か い な 第２４４１号(4)

２
月
14
日
、
金
属
機
械
反

合
闘
争
委
員
会
は
東
京
都

内
で
す
べ
て
の
争
議
解
決
の

を
求
め
、
朝
か
ら
第
２
９
６

回
金
属
反
合
共
同
行
動
を
展

開
。
引
き
続
き
午
後
か
ら
は

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
が
中
央
行
動
を

実
施
し
、
両
行
動
に
は
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
も
参
加
し
ま
し

た
。

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
本
社

前
行
動
、
ノ
バ
本
社
前
行
動

金
属
反
合
共
同
行
動
の
ス

タ
ー
ト
は
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
本
社
前
か
ら
で
し
た
。

同
委
員
会
の
生
熊
委
員
長

は
主
催
者
挨
拶
で
「
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
か
ら
分
社
化
し
た
キ
ン

ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
本
社
が

六
本
木
に
移
転
し
た
。
こ
の

場
所
で
初
め
て
の
行
動
だ
。

定
年
後
再
雇
用
賃
金
差
別
裁

判
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
か
ら
引
き

継
い
だ
も
の
で
、
キ
ン
ド
リ

ル
ジ
ャ
パ
ン
が
お
か
し
い
と

思
う
の
な
ら
解
決
す
る
べ
き

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
連
帯
の
挨
拶
で

は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
・
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ

支
部
の
渡
辺
委
員
長
が
「
ず
っ

と
成
果
賃
金
と
言
わ
れ
て
き

て
、
定
年
に
な
る
と
賃
金
が

下
げ
ら
れ
る
理
由
が
わ
か
ら

な
い
。
正
社
員
で
も
非
正
規

で
も
同
じ
業
務
を
し
た
ら
同

じ
賃
金
が
当
た
り
前
だ
。
日

本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
も
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
も
会
社
が
努
力
し
た
ら

改
善
で
き
る
は
ず
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

次
の
ノ
バ
・

バ
イ
オ
メ

デ
ィ
カ
ル
本
社
前
行
動
で
は
、

会
社
が
ノ
バ
・

バ
イ
オ
メ

デ
ィ
カ
ル
支
部
の
委
員
長
に

対
し
て
行
っ
て
い
る
不
当
な

配
転
・
降
格
・
賃
金
減
額
や
、

不
当
労
働
行
為
に
対
す
る
抗

議
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
箱
崎
事
業
所

前
行
動

昼
休
み
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
箱

崎
事
業
所
前
行
動
で
は
、
同

委
員
会
の
生
熊
委
員
長
が
主

催
者
挨
拶
で
「
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

は
争
議
を
早
急
に
解
決
す
る

べ
き
だ
」
と
会
社
の
姿
勢
を

批
判
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
連
帯
の
挨
拶
で

は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
オ
リ
ジ
ン

支
部
の
西
根
委
員
長
が
、
工

場
閉
鎖
に
と
も
な
う
退
職
強

要
の
撤
回
を
求
め
た
争
議
に

つ
い
て
、
会
社
と
の
間
で
和

解
し
た
こ
と
を
報
告
。
東
京

地
本
・
北
部
地
協
の
菊
池
議

長
は
「
北
部
地
協
に
属
す
る

東
洋
精
機
支
部
で
は
定
年
後

の
処
遇
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
、

定
年
退
職
時
賃
金
の
75
％
に

な
っ
た
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
再

雇
用
賃
金
の
年
額
２
２
２
万

円
は
異
常
だ
」
と
批
判
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
行
動

午
後
か
ら
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｕ
が
「
24
春
闘
勝
利
！
大
幅

賃
上
げ
今
年
こ
そ
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
中
央
行
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
三
木
委
員

長
は
、
参
議
院
議
員
会
館
で

の
院
内
集
会
で
「
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
を
実
現
す
る
た

め
、
全
労
連
が
４
月
10
日
に

行
う
ビ
ッ
ク
ア
ク
シ
ョ
ン
行

動
に
呼
応
し
て
取
り
組
む
」

と
強
調
。
さ
ら
に
「
今
春
闘

の
情
勢
は
昨
年
来
の
物
価
高

が
続
く
中
、
政
府
も
財
界
も

物
価
高
騰
に
負
け
な
い
賃
上

げ
を
認
め
ざ
る
得
な
く
な
っ

て
い
る
。
攻
勢
的
な
た
た
か

い
を
す
れ
ば
、
大
幅
賃
上
げ

を
獲
得
で
き
る
」
と
団
結
し

て
た
た
か
う
こ
と
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

日
経
平
均
が

バ
ブ
ル
期
に
つ

け
た
史
上
最
高

値
を
34
年
ぶ
り

に
更
新
し
た
。

一
方
で
、
物
価

上
昇
に
よ
り
、
１
人
あ
た
り

実
質
賃
金
は
２
年
連
続
で
減

少
、
１
９
９
０
年
以
降
の
最

低
と
な
る
そ
う
だ
。
私
た
ち

の
生
活
は
一
向
に
苦
し
い
ま

ま
だ
▼
こ
う
し
た
中
、
各
企

業
の
労
働
組
合
は
春
闘
を
通

じ
て
生
活
水
準
改
善
に
寄
与

す
る
賃
上
げ
を
要
求
し
て
い

る
。
企
業
は
社
会
的
責
任
を

果
た
し
、
社
会
と
経
済
の
持

続
可
能
な
発
展
に
繋
げ
る
べ

く
、
要
求
に
対
し
て
満
額
回

答
す
る
こ
と
が
必
要
だ
▼
マ

ズ
ロ
ー
の
欲
求
段
階
説
に
よ

れ
ば
、
経
済
的
に
安
定
し
た

環
境
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う

欲
求
が
満
た
さ
れ
て
こ
そ
、

人
は
社
会
・
集
団
へ
の
帰
属

意
識
を
持
ち
自
己
実
現
を
通

じ
て
何
か
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
先
進
７
カ
国
の

中
で
最
低
と
言
わ
れ
る
日
本

の
生
産
性
を
向
上
す
る
た
め

に
も
、
企
業
は
ま
ず
は
経
済

的
安
定
を
従
業
員
に
提
供
す

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
（
Ｔ
）

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用賃金差別裁判 3/28(木)13:10 東京地裁510号法廷

ＡＩ不当労働行為事件 5/17(金) 9:20 都庁第一庁舎南１階集合

定年後再雇用不当労行為事件 都労委命令の交付待ち

第
２
９
６
回
金
属
反
合
共
同
行
動
＆
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
行
動

３
月
６
日
、
賃
上
げ
回
答
せ
よ

不
当
回
答
な
ら
７
日
、
14
日
早
朝
行
動

24春闘

日本ＩＢＭ・キンドリルジャパンは
賃上げ１０％を実施せよ



(3)２０２４年３月４日 か い な 第２４４１号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２４年３月４日 か い な 第２４４１号(2)

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
毎
年
、
各

支
部
の
春
闘
要
求
書
に
加
え
、

春
闘
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
統
一
要
求

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
以

下
に
24
春
闘
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
統

一
要
求
書
の
内
容
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

（
１
）
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
24
春

闘
で
「
す
べ
て
の
仲
間
の
大

幅
賃
上
げ
」
に
取
り
組
み
ま

す
。
非
正
規
雇
用
労
働
者
や

定
年
後
継
続
雇
用
者
を
含
め

た
す
べ
て
の
仲
間
の
賃
上
げ

を
実
現
し
生
活
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
は
労
働
者
全
体
の
切

実
な
要
求
で
す
。
ま
た
、
労

働
者
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、

職
場
に
活
力
を
生
み
出
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、
企
業
に
と
っ

て
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

「
す
べ
て
の
仲
間
の
大
幅
賃

上
げ
」
の
要
求
に
正
面
か
ら

応
え
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

（
２
）
憲
法
や
労
働
基
準
法

で
は
す
べ
て
の
国
民
に
「
健

康
で
文
化
的
な
」
生
活
を
基

本
的
権
利
と
し
て
保
障
し
て

い
ま
す
。
全
労
連
が
取
り
組

ん
で
き
た
「
最
低
生
計
費
試

算
調
査
（
単
身
生
活
者
）
」

で
は
、
都
市
や
地
方
の
違
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
ど
こ

で
も
最
低
で
も
お
お
よ
そ
月

額
22
～
24
万
円
の
生
計
費

（
税
・
社
会
保
険
料
込
）
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
結
果
が

で
て
い
ま
す
（
こ
れ
ら
は
物

価
高
騰
が
始
ま
る
以
前
の
調

査
で
あ
り
、
い
ま
は
さ
ら
に

生
計
費
が
上
昇
し
て
い
ま
す
）
。

こ
う
し
た
結
果
を
も
考
慮
し
、

非
正
規
雇
用
の
仲
間
を
含
め
、

す
べ
て
の
仲
間
の
最
低
限
度

の
生
活
水
準
を
保
障
す
る
た

め
に
、
企
業
内
最
低
賃
金
協

定
の
締
結
と
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
を
求
め
ま
す
。

（
３
）
現
状
の
初
任
給
は
人

間
ら
し
い
生
活
を
確
保
す
る

う
え
で
あ
ま
り
に
も
低
い
水

準
で
あ
り
、
大
幅
な
引
き
上

げ
は
若
い
世
代
の
切
実
な
要

求
で
す
。
ま
た
、
「
人
手
不

足
」
が
深
刻
に
な
る
な
か
、

人
材
の
確
保
と
定
着
、
技
術
・

技
能
の
継
承
は
避
け
て
通
れ

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

企
業
の
将
来
展
望
を
つ
く
る

う
え
で
も
初
任
給
の
引
き
上

げ
は
重
要
で
す
。
こ
う
し
た

立
場
か
ら
、
初
任
給
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
ま
す
。
ま

た
、
奨
学
金
返
還
支
援
制
度

の
創
設
を
求
め
ま
す
。

（
４
）
青
年
、
子
育
て
世
代
、

中
高
年
と
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
よ
っ
て
必
要
な
生
計
費

は
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
世
代
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金

を
保
障
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
賃

金
水
準
が
見
通
せ
る
こ
と
は
、

青
年
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安

心
し
て
働
け
る
と
い
う
希
望

と
意
欲
を
つ
く
り
だ
し
ま
す
。

こ
う
し
た
趣
旨
か
ら
、
年
齢

別
最
低
賃
金
保
障
を
求
め
ま

す
。

（
５
）
「
均
等
待
遇
」
は
労

働
者
の
切
実
な
要
求
で
あ
り
、

時
代
の
大
き
な
流
れ
で
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
有
期
雇

用
者
、
派
遣
労
働
者
な
ど
非

正
規
雇
者
へ
の
正
社
員
と
の

不
合
理
な
待
遇
差
を
禁
止
す

る
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期

雇
用
労
働
法
」
が
す
で
に
施

行
さ
れ
て
お
り
、
経
営
者
に

は
改
正
法
を
遵
守
す
る
責
任

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
法
律
の

趣
旨
に
も
と
づ
き
、
非
正
規

雇
用
者
の
賃
金
と
労
働
条
件
・

処
遇
の
格
差
を
た
だ
ち
に
是

正
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

（
６
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は

時
代
の
流
れ
で
す
。
女
性
の

賃
金
差
別
を
是
正
す
る
と
と

も
に
、
「
女
性
活
躍
推
進
法
」

の
趣
旨
に
も
と
づ
き
、
男
女

間
の
賃
金
格
差
に
関
す
る
情

報
開
示
を
求
め
ま
す
。

（
７
）
以
上
の
立
場
か
ら
左

記
の
項
目
に
誠
意
を
も
っ
て

回
答
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

求
し
ま
す
。

企
業
内
最
低
賃
金

（
１
）
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
、
派
遣
・
請
負
な
ど
を
含

め
、
企
業
内
で
は
た
ら
く
す

べ
て
の
労
働
者
を
範
囲
と
す

る
「
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
」

を
締
結
す
る
こ
と
。

（
２
）
企
業
内
最
低
賃
金
を

月
額
２
２
５
，
０
０
０
円
以

上
、
時
間
額
１
，
５
０
０
円

以
上
と
す
る
こ
と
。

女
性
の
賃
金
差
別
是
正
、

す
べ
て
の
労
働
者
の
均
等

待
遇
を
実
現
す
る
要
求

（
１
）
女
性
の
賃
金
差
別
を

是
正
す
る
こ
と
。
ま
た
、
男

女
の
賃
金
格
差
を
情
報
開
示

す
る
こ
と
。

（
２
）
派
遣
労
働
者
を
含
め
、

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
労

働
時
間
以
外
は
正
社
員
と
同

じ
賃
金
・
処
遇
に
す
る
こ
と
。

（
３
）
「
均
等
待
遇
」
を
口

実
に
し
た
正
社
員
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
引
き
下
げ
を
行

わ
な
い
こ
と
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の

創
設奨

学
金
を
返
還
し
て
い
る

労
働
者
に
つ
い
て
月
々
の
返

還
金
を
支
援
す
る
制
度
（
代

理
返
還
な
ど
）
を
つ
く
る
こ

と
。
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２
０
２
４
年
春
闘

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
統
一
要
求
書
の
紹
介

１
面
に
続
き
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
支
部
の
24
春
闘
要
求
書
の

重
点
要
求
の
中
か
ら
主
要
な

要
求
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

以
下
で
、
冒
頭
の
（
Ｉ
Ｂ

Ｍ
）
と
い
う
カ
ッ
コ
書
き
は

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
向
け
の
要
求
、

冒
頭
の
（
キ
ン
ド
リ
ル
）
と

い
う
カ
ッ
コ
書
き
は
キ
ン
ド

リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
向
け
の
要
求
、

冒
頭
の
カ
ッ
コ
書
き
無
し
は

両
社
向
け
の
要
求
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

争
議
解
決
の
要
求

定
年
後
再
雇
用
賃
金
差
別

争
議
、
Ａ
Ｉ
不
当
労
働
行
為

争
議
を
解
決
す
る
こ
と
。

シ
ニ
ア
契
約
社
員
の
賃
金
、

労
働
条
件
を
改
善
し
、
社
内

の
賃
金
制
度
を
透
明
化
す
る

こ
と
が
狙
い
で
す
。

賃
上
げ
要
求
（
賞
与
部
分
）

（
１
）
本
給
（
本
俸
・
月
額

賃
金
）
の
引
き
上
げ
に
と
も

な
い
、
賞
与
基
準
額
も
本
給

（
本
俸
・
月
額
賃
金
）
と
同

率
の
10
％
引
き
上
げ
る
こ
と
。

（
２
）
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
関
す
る
要

求①
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
▼
２
０
２
３

年
支
払
い
分
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
上

積
み
支
給
す
る
こ
と
▼
Ｇ
Ｄ

Ｐ
制
度
を
廃
止
し
、
リ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ラ
リ
ー
を
６
％
増

額
す
る
こ
と
。

②
（
キ
ン
ド
リ
ル
）
▼
22

年
支
払
い
分
、
23
年
支
払
い

分
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
現
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）

を
上
積
み
支
給
す
る
こ
と
▼

Ｓ
Ｓ
Ｐ
制
度
を
廃
止
し
、
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ラ
リ
ー
を
６

％
増
額
す
る
こ
と
。
（
※
キ

ン
ド
リ
ル
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
23

年
７
月
に
Ｓ
Ｓ
Ｐ
［Shar

e

d
Suc

ces
s
P
lan

］
に
名

称
変
更
さ
れ
ま
し
た
）

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
関
す
る
要
求
の

背
景
は
次
の
通
り
で
す
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
元
々
、
年
収
基

準
額
の
５
．
５
％
を
減
じ
て

そ
れ
を
原
資
と
し
、
当
初
の

会
社
説
明
で
は
「
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ラ
リ
ー
の
６
％
を
基

準
と
す
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
支
給
し

ま
す
の
で
、
基
準
額
ベ
ー
ス

の
年
間
総
支
払
額
は
従
来
と

同
等
以
上
と
な
り
ま
す
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０

１
９
年
に
支
給
さ
れ
た
後
、

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は
20
年
か
ら

23
年
ま
で
の
４
年
間
に
１
回

（
23
年
）
だ
け
の
支
給
、
キ

ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
は
Ｉ

Ｂ
Ｍ
時
代
か
ら
の
通
算
で
20

年
か
ら
23
年
ま
で
の
４
年
間

に
２
回
（
22
年
、
23
年
）

だ
け
の
支
給
に
と
ど
ま
り
、

い
ず
れ
の
年
の
支
給
水
準
も

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ラ
リ
ー
の

６
％
に
は
ほ
ど
遠
い
水
準
で

し
た
。
こ
れ
で
は
報
酬
制
度

と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
に

等
し
く
、
実
質
的
な
賃
下
げ

の
道
具
と
化
し
て
い
る
状
況

で
す
の
で
、
上
記
①
、
②
を

要
求
し
て
い
ま
す
。

手
当
に
関
す
る
要
求

（
１
）
２
０
２
１
年
か
ら
の

物
価
高
騰
で
従
業
員
の
生
活

は
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
本
給
（
本
俸
・
月

額
賃
金
）
の
引
き
上
げ
と
は

別
に
物
価
高
騰
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
。

（
２
）
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

の
下
で
も
在
宅
勤
務
を
選
択

し
実
施
し
て
い
る
従
業
員
が

多
数
い
ま
す
。
本
来
、
業
務

の
た
め
の
水
道
光
熱
費
お
よ

び
通
信
費
は
会
社
が
負
担
す

る
べ
き
で
あ
り
、
会
社
は
速

や
か
に
在
宅
勤
務
手
当
と
し

て
１
ヶ
月
あ
た
り
８
０
０
０

円
を
支
給
す
る
こ
と
。
な
お
、

在
宅
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は

２
０
２
０
年
３
月
に
遡
及
し

て
支
払
う
こ
と
。

（
３
）
（
キ
ン
ド
リ
ル
）
２

０
２
２
年
10
月
か
ら
支
給
が

開
始
さ
れ
た
１
日
２
０
０
円

の
在
宅
勤
務
手
当
で
は
不
足

で
す
。
１
日
４
０
０
円
に
増

額
す
る
こ
と
。
な
お
、
22
年

９
月
分
ま
で
の
在
宅
勤
務
手

当
に
つ
い
て
は
１
ヶ
月
あ
た

り
８
０
０
０
円
を
20
年
３
月

に
遡
及
し
て
支
払
う
こ
と
。

働
き
方
改
善
の
要
求

（
１
）
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
現
在
の

世
界
の
流
れ
に
従
っ
て
、
賃

下
げ
な
し
で
１
日
の
労
働
時

間
を
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
の
７
時
間
、
週
35
時

間
に
短
縮
す
る
こ
と
。
こ
れ

に
と
も
な
い
稼
働
率
の
上
限

値
を
６
４
．
９
％
と
す
る
こ

と
。

（
２
）
（
キ
ン
ド
リ
ル
）
１

日
７
時
間
・
週
35
時
間
労
働

が
世
界
の
流
れ
で
あ
り
、
す

で
に
フ
ラ
ン
ス
の
法
定
労
働

時
間
は
週
35
時
間
、
ド
イ
ツ

の
金
属
産
業
の
労
働
時
間
は

週
35
時
間
が
実
現
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
先
駆
的
事

例
に
な
ら
い
、
１
日
７
時
間
・

週
35
時
間
労
働
を
導
入
す
る

こ
と
。

（
３
）
デ
リ
バ
リ
ー
部
門
の

無
理
な
働
き
方
の
問
題
を
根

本
解
決
す
る
た
め
の
要
求

①
要
員
数
の
絞
り
込
み
よ
り

過
重
労
働
の
原
因
と
な
り
や

す
い
異
常
に
高
額
な
要
員
単

価
を
適
切
な
水
準
ま
で
引
き

下
げ
る
こ
と
。

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ

た
後
、
要
員
の
増
強
が
必
要

に
な
っ
た
時
、
会
社
が
責
任

を
も
っ
て
要
員
を
増
強
す
る

こ
と
。

賃
下
げ
な
し
の
65
歳
ま
で

の
定
年
延
長
の
要
求

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
の
段
階
的
引
き
上
げ
が
完

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
「
賃

下
げ
な
し
の
定
年
引
き
上
げ
」

は
、
職
場
の
切
実
な
要
求
と

な
っ
て
い
ま
す
。
賃
下
げ
な

し
で
65
歳
ま
で
定
年
を
延
長

す
る
こ
と
。

組
合
に
加
入
し
、
い
っ
し
ょ

に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う

従
業
員
の
皆
さ
ん
、
今
こ

そ
組
合
に
加
入
し
、
要
求
を

勝
ち
取
る
た
め
、
い
っ
し
ょ

に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

組
合
へ
の
ご
連
絡
は
３
面

の
「
組
合
な
ん
で
も
相
談
窓

口
」
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
か
ら
は
組
合
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
上
部
の
「
ご
意
見
ご

相
談
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
記

入
、
送
信
し
て
下
さ
い
。

春
闘
重
点
要
求
の
紹
介

組
合
に
加
入
し
て
要
求
を
勝
ち
取
ろ
う


